
（様式１）

文　　書　　番　　号

平成　　年　 月 　日

文部科学省研究振興局長　殿

大学名

学 長 名　　　　　　     印

平成21年度「人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業」

に係る申請書類の提出について

このことについて、下記のとおり申請いたしますので、よろしくお取り計らい願います。

記

	共同研究拠点の名称及び申請施設等の名称
	研究分野
	拠点代表者

所属・職名・氏名

	○○○○○拠点

（○○○○○研究所・研究施設等）
	
	


（様式２）

	整理番号
	※事務局記入欄


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成21年度　人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業　提案書
	大学名
	

	申請者
	氏名
	
	役職名
	

	
	本部所在地

	〒



	共同研究拠点の名称
	※　例：○○○○○拠点

	申請施設等の名称
	※　共同研究拠点となる研究施設等の名称を記入

	研究分野
	※　共同研究拠点の研究分野を記入

	共同研究拠点の代表者
	フリガナ
	
	生年月日
	昭和  年  月  日（  歳）
※平成20年4月1日現在の年齢

	
	氏名
	
	
	

	
	所属部署
	
	役職名
	

	
	所在地

	〒



	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	

	１．共同研究拠点の全体概要

	（１）共同研究拠点の目的・概要

　　　※　共同研究拠点の目的
※　共同研究拠点の全体計画の概要

※　共同研究拠点の目指す役割

※　共同研究拠点形成の必要性



	（２）共同研究拠点の体制等
※　運営委員会を中心とした体制を記入（全体的な体制が分かるように組織図等を用いて記入）

※　ネットワーク型共同研究拠点の場合は、共同研究拠点の構成図と役割分担表を作成の上、中心拠点となる大学が記入


	（３）申請施設の概要

　　　※　共同研究拠点となる申請施設の組織、人員・予算の状況を記入

※　学則その他大学の内規で申請施設の設置を規定しているものの写しを添付

組織（組織図等）

申請施設等の人員・予算の状況

人員（平成２０年４月１日現在）

教授

准教授

講師

助教

助手

小計

技術職員

事務職員

合計


　予算（申請施設等の運営経費等）　　　○，○○○百万円（１９年度決算額）

※上の経費には、競争的資金等の外部資金は含めないで下さい。ただし、施設等の運営に大きく関わっている競争的資金等の外部資金がある場合は、その内訳を余白に記入して下さい。



	２．共同研究拠点の状況　※　公募要領の審査にあたっての観点に基づき、共同研究拠点の状況について記入

	（１）研究者コミュニティの状況

※　関連する研究者コミュニティの分野

※　関連する学会等の名称
※　研究者コミュニティからの要望の概要（要望書等を別途添付）

　　　※　単年度の共同研究への参加が見込まれる関連研究者数



	（２）これまでの研究実績（別紙１）

	（３）当該拠点が中心となった他大学等との共同研究の実績（別紙２）

	（４）学術資料・データベース等の整備・利用状況（別紙３）

	（５）共同研究の参加者に対する支援体制

※　研究室等の整備状況

※　共同研究者に対する図書館等の開放状況

※　データベース等へのアクセスの状況


	（６）運営委員会の検討状況

※　運営委員会設置に向けての今後のスケジュール

※　運営委員会の共同研究拠点における位置付け・役割（設置規則（案）、委員名簿（案）を別途添付）



	（７）共同研究の課題の公募方法

※　現行の研究課題の公募・採択方法（現行の規則等がある場合は別途添付）

※　共同研究拠点としての研究課題の公募・採択方法



	（８）事業計画について　

【全体計画】



	【平成２１年度】
※　計画の概要と併せて事業ごとの予算額も記入
学術資料・データベース等の整備（　　百万円）
共同研究（　　百万円）

運営委員会等（　　百万円）



	【平成２２～２５年度】
※　計画の概要と併せて事業ごとの予算額も記入
学術資料・データベース等の整備（　　百万円）

共同研究（　　百万円）

運営委員会等（　　百万円）



	（９）共同研究拠点の形成により当該学問分野において見込まれる効果

※　共同研究拠点の形成により当該学問分野の発展にどのように寄与するか


	（１０）その他

	　①共同研究・共同利用に関する情報提供
※　共同研究・共同利用に関する情報の提供の仕組み



	　②研究成果の情報発信

※　共同研究等による研究成果の発信の仕組み



	③学内の支援体制

※　共同研究拠点の専任の研究者・教育研究支援者等の措置状況

※　学内予算の配分状況　等



	④事務体制

※　共同研究拠点の事務体制について（組織図等を記入）



	事務担当責任者
	フリガナ
	
	所属部署

役職名
	

	
	氏名
	
	
	

	
	所在地

	〒



	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	


（様式２　別紙１）

共同研究拠点におけるこれまでの主な研究実績（平成○○年度）

○○○○大学○○○○○（共同研究拠点名）

	研究実績（成果等）の概要
	研究代表者の

所属・氏名

	
	

	
	


	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※過去３年度（平成１７～１９年度）分の主な研究実績（成果等）を別葉で記入すること

※新しい研究分野の開拓や、教育研究活動に反映した例、社会的ニーズとの関わり・社会貢献等に留意して記入

（様式２　別紙２）

当該拠点が中心となった他大学等との共同研究の実績

　

○○○大学○○○○○（共同研究拠点名）

①平成○○年度の主な共同研究の概要　　　　　　　　　　　（平成○○年度総件数　○○件）

	共同研究課題名
	共同研究の概要

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	 
	


※過去３年度（平成１７～１９年度）分の実績を別葉で記入すること

②共同研究者の受入れ状況（平成○○年度）

　※　当該申請施設が主催して行う共同研究に参加した研究者の人数、延べ人数、所属機関数を記入すること

（学内の研究者も含む場合はその人数を下段に（　）書きで記入すること）

　※　過去３年度（平成１７～１９年度）分の受入れ状況を別葉で記入すること

	分　　類
	概　　要

※　テーマ、概要等を記載
	人　数
	延べ人数

（人・日）
	所属

機関数

	（例）

一般共同研究
	
	
	
	

	施設等利用型共同研究
	
	
	
	

	研究会・研究集会
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


注１：共同研究者は以下の者を除き、共同研究者の定義を、下の＜共同研究者の定義、カウント方法＞欄に

記入すること

ａ　民間等の受託研究員制度、特別研究員制度等の他の制度で受け入れた研究者

　　　　ｂ　学生としての大学院生、外国人留学生等

　　　　ｃ　民間企業の研究者で当該企業の目的のために施設・設備及び資料等を利用する者

注２：延べ人数は以下の例を参考に考え、カウント方法を、下の＜共同研究者の定義、カウント方法＞欄に

記入すること

例１）１つの共同研究プロジェクトで２人が３日来所した場合

　　→　人数２人、延べ人数６人・日

例２）同一人物が２つのプロジェクト(ＡＢ)に参加し、Ａのために３日、Ｂのために４日来所した場合

 →　人数２人、延べ人数７人・日

注３：所属機関数は、実数（重複を取り除いた数値）で記入すること

＜共同研究者の定義、カウント方法＞


（様式２　別紙３）

学術資料・データベース等の整備・利用状況について（平成○○年度）

○○○○大学○○○○○（共同研究拠点名）

	学術資料・データベース等名
	公開方法
	蓄積情報の概要
	蓄積量
	利用数・アクセス数

	（例）

○○図書・○○雑誌目録
	（例）

一般公開
	（例）

明治期以降の図書・雑誌の目録情報
	（例）
図書約○○○○件
雑誌約○○○○タイトル
	　
	件

	○○目録データベース
	一般公開

（要利用登録・利用料金）
	関係論文の目録情報
	約○○○○件
	　
	件

	○○文献データベース
	機関内利用
	日本古典籍の典拠情報（著作・著者）
	著作約○○○○件
著者約○○○○件
	　
	件

	　
	　
	　
	　
	　
	件

	　
	　
	　
	　
	　
	件

	　
	　
	　
	　
	　
	件

	　
	　
	　
	　
	　
	件

	　
	　
	　
	　
	　
	件


※過去３年度（平成１７～１９年度）分の実績（整備・利用状況）を別葉で記入すること

（様式３）
所要経費の見込み額

○事業予定期間「平成21年度～平成25年度」

　　　（単位：千円）

	経費の内容
	年　　　　度
	総　額

	
	平成21年度
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度
	平成25年度
	

	1.設備備品費
	
	
	
	
	
	

	2.人件費

（社会保険料等事業主負担分含む）

業務担当職員

補助者
	
	
	
	
	
	

	3.業務実施費

消耗品費

国内旅費

外国旅費

外国人招へい等旅費

諸謝金

会議開催費

通信運搬費

印刷製本費

借損料

雑役務費

電子計算機諸費

保険料

光熱水料

消費税相当額

	
	
	
	
	
	

	4.間接経費

(１＋２＋３)経費の30％
	
	
	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	
	
	


注　１）金額は千円単位で記入してください。

※申請できる経費は本事業計画の遂行に必要な経費です。

（様式４）

共同研究拠点代表者調書

平成２０年４月１日現在
	ふりがな

氏　名
	
	生年月日
	昭和○○年○○月○○日生（□□歳）

	
	
	
	

	所　属
	大 学 名
	
	所属部署

役　　職
	

	
	所 在 地
	〒




	学　歴
	昭和○○年　○月　○日　　○×大学卒業

昭和○○年　□月　□日　　○×大学大学院△○学研究科博士課程修了



	学　位
	昭和　　年　博士（○○○学）（□□大学）


	専門分野


	

	主な職歴
	昭和○○年○○月
昭和○○年○○月

昭和○○年○○月

平成○○年○○月
	○○大学　○○学部助手
○○大学　○○学部助教授

○○大学　○○学部教授

○○大学　○○学部教授（現在に至る）

	受賞歴
	昭和○○年○○月

平成○○年○○月

平成○○年○○月
	○○○奨励賞

○○○学術賞

○○○賞

	研究概要
	


（様式５）
他府省を含む他の競争的資金等の応募・受入状況

○○大学○○○○拠点（拠点名称）　
※拠点代表者とその他研究者の関係分を分けて作成すること。

＜拠点代表者　○○○○＞

	制度名
	役割
	申請・採択状況
	期間・規模
	エフォート

	人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業
	共同研究拠点代表者
	申請中
	Ｈ２１～Ｈ２５

７０百万円/年程度
	○○％

	△△事業
	
	
	
	○○％

	＜その他経常的業務＞


	○○％


（記入要領）

１．当該共同研究拠点の代表者についてのみ記入して下さい。

２．「制度名」欄については、まず、冒頭に本応募申請について記入し、以下の欄に、他府省を含む競争的資金制度（事業）等の名称を記入して下さい。

３．「役割」欄については、各制度（事業）における役割（研究代表者、分担者等）について記入して下さい。

４．「申請・採択状況」欄については、各制度（事業）の申請・採択状況について記入して下さい。

５．「期間・規模」欄については、各制度（事業）の期間・規模（単位：百万円）について記入して下さい。

６．「エフォート」欄については、研究者の年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該制度（事業）の実施に必要となる時間の配分率（％）という考え方で記入して下さい。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。

７．「その他経常的業務」欄については、経常的に行っている研究や業務（講義、事務など）についてその内容を記入して下さい。

＜その他の研究者＞

	制度名
	研究代表者名
	申請・採択状況
	期間・規模
	備考

	○○○○○○事業
	○○　○○
	
	Ｈ１９～Ｈ２３

５０百万円/年程度
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（記入要領）

１．拠点代表者以外の研究者が研究代表者となり、申請施設において現在受け入れている競争的資金の状況について、「制度名」、「研究代表者名」、「申請・採択状況」、「期間・規模」欄にそれぞれ記入して下さい。

※今後、拠点化にあたり、学内措置等により、人員の拡充等を予定している場合は、表を追加して予定の人員の内訳を記入して下さい。





人員（平成○○年○月○日現在（予定））


教授�
准教授�
講師�
助教�
助手�
小計�
技術職員�
事務職員�
合計�
�






�






�






�






�






�






�






�






�






�
�






※共同研究者の定義、カウント方法を記入
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